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３月号 

新居浜公民館 
広報部 

３２－８３１２ 
 

   

こ 

よ 

み 
 

弥 

生 

２
日
（水
）新
小 

個
別
懇
談
会
（～
３
日
） 

９
日
（水
）北
中 

県
立
高
校
入
試
（～
１０
日
） 

１０
日
（木
）
老
人
会 

１０
日
（木
）
健
康
体
育
部
会 

１１
日
（金
）新
小
移
動
図
書
館
１０
時
２０
分
～
１１
時 

１４
日
（月
）
民
協
会 

１４
日
（月
）北
中 

体
育
館
落
成
記
念
行
事 

１７
日
（木
）
老
人
会
輪
投
げ
大
会 

１７
日
（木
）北
中 

卒
業
式 

２１
日
（月
）
春
分
の
日
（休
館
日
） 

２３
日
（水
）
広
報
部
会
１３
時
３０
分
～ 

２３
日
（水
）北
中 

保
護
者
懇
談
会
（～
２４
日
） 

２４
日
（木
）新
小 

卒
業
式 

２５
日
（金
）新
小
・北
中 

終
了
式 

２５
日
（金
）新
小
移
動
図
書
館
１０
時
２０
分
～
１１
時 

２８
日
（月
）
公
民
館
運
審
会 

３０
日
（水
）
自
治
会
長
会 

３０
日
（水
）新
小
・北
中 

離
任
式 

         

 

子
ど
も
と
と
も
に 

 
 
 

 
 
 
 

 

新
居
浜
小
学
校 

教
頭 

菅 

知
子 

 

日
ご
ろ
は
学
校
教
育
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
居
浜
小
学
校
で
は
「
自
分
が
好

き
、
学
校
が
好
き
、
友
達
が
好
き
」
と
言
え
る
児
童
を
育
て
る
た
め
に
、
地
域
の
協
力
を
得
て
様
々
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
報
道
で
も
ご
承
知
の
よ
う
に
、
こ
の
４
月
よ
り
学
校
で
の
授
業
内
容
が
大
き
く

変
わ
り
ま
す
。
ま
ず
、
教
科
書
の
ペ
ー
ジ
が
９
年
前
と
比
べ
る
と
約
１
・
４
倍
も
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
授
業
時
間

も
増
え
て
、
１
年
生
は
毎
日
５
時
間
授
業
、
２
年
生
も
週
に
１
回
６
時
間
授
業
に
な
り
ま
す
。
新
居
浜
小
学

校
で
は
、
も
う
す
で
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
５
・６
年
生
は
外
国
語
の
授
業
も
始
ま
り
ま
す
。
学
校
生
活

を
通
し
て
、
社
会
で
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
み
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
を
培
い
、
算
数
や
理
科
で
は

繰
り
返
し
学
習
し
た
り
観
察
・実
験
を
充
実
さ
せ
た
り
し
ま
す
。 

 

４
月
に
分
厚
く
な
っ
た
教
科
書
を
手
に
し
て
「
わ
ぁ
、
大
変
。
お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
に
比
べ
て
勉
強
す
る
こ
と

が
多
く
な
っ
た
。
」
「
大
変
、
大
変
」
と
、
お
う
ち
の
方
は
思
い
ま
す
が
子
ど
も
た
ち
は
大
丈
夫
初
め
て
、
そ
の

学
年
の
勉
強
を
す
る
の
で
す
か
ら
、
に
っ
こ
り
笑
っ
て
「
い
っ
ぱ
い
新
し
い
こ
と
を
勉
強
で
き
る
ね
。
楽
し
み

ね
。
」
「す
ご
い
！
こ
ん
な
難
し
い
こ
と
も
習
う
ん
だ
。
か
し
こ
く
な
れ
る
ね
。
」と
、
と
も
に
喜
ん
で
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。
き
っ
と
、
子
ど
も
た
ち
に
や
る
気
と
目
標
が
生
ま
れ
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

で
は
、
学
校
が
変
わ
る
に
あ
た
っ
て
、
私
は
特
に
２
つ
の
こ
と
を
協
力
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
学
校
で
の
学

び
を
確
か
な
も
の
に
す
る
に
は
体
を
通
し
て
学
習
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。
そ
の
た
め
に
一
つ
目
は
、
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
お
手
伝
い
を
通
し
て
、
手
順
や
段
取
り
の
大
切
さ
、
見
通
す
力
や
対
応
す
る

力
が
育
ち
ま
す
。
ま
た
、
家
族
の
た
め
に
で
き
る
喜
び
や
達
成
感
を
味
わ
い
や
る
気
が
育
ち
ま
す
。
二
つ
目

に
、
学
校
生
活
を
支
え
る
基
礎
と
な
る
体
作
り
の
た
め
に
「早
ね
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん
」
の
生
活
習
慣
作
り

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
一
日
の
活
動
を
支
え
元
気
に
過
ご
す
た
め
に
是
非
と
も
ご
協
力
下
さ
い
。
「
育
児

は
親
自
身
を
育
て
る
育
自
で
あ
る
」
と
も
い
わ
れ
て
ま
す
。
子
ど
も
と
と
も
に
育
つ
親
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

新居浜校区の 

人口・世帯数 
 

平成 21年 12月末現在 

 

男 ２，２３６ 人 

女 ２，４８１ 人 

計 ４，７１７ 人 

世帯数 

  ２，２４８世帯 

３ヶ月前との比較 

 

男 （－ ３） 人 

女 （＋ ８） 人 

計 （＋ ５） 人 

世帯数 

    （＋  ５） 世帯 

思
い
出 

 
 

「キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
」  

 

新
居
浜
公
民
館 

館
長 

越
智
誠
蔵 

 

そ
れ
は
、
息
子
が
少
学
校
二
年
生
に
な
っ
た
春
休
み
の
こ
と
で
し
た
。
「
パ
パ
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
し
よ
う
」

そ
の
一
声
が
「
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」
と
深
く
関
わ
っ
て
い
く
と
は
夢
に
も
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
息
子

は
一
年
生
の
時
か
ら
東
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入
っ
て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で

は
全
く
無
関
心
で
し
た
。
私
が
「
ど
ん
な
練
習
を
し
と
る
の
」
と
聞
く
と
、
「
監
督
さ
ん
一
人
で
、
下
級
生
は

あ
ん
ま
り
面
倒
を
見
て
く
れ
な
い
」
と
の
事
で
し
た
。
そ
れ
以
来
、
練
習
に
は
必
ず
一
緒
に
行
く
よ
う
に
な

り
、
ボ
ー
ル
拾
い
等
お
手
伝
い
を
す
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
又
、
何
人
か
の
父
親
に
も
呼
び
か
け
参
加
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

息
子
が
四
年
生
の
時
、
私
が
監
督
を
引
き
受
け
る
事
に
な
り
、
家
庭
で
は
「
パ
パ
」
グ
ラ
ン
ド
で
は
「
監
督

さ
ん
」
同
じ
夢
を
持
つ
事
に
よ
っ
て
、
息
子
と
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
も
出
来
る
様
に
な
れ
に
ま
し
た
。
私
は

「
参
加
す
る
事
・
・
・
」
で
は
な
く
「
練
習
す
る
か
ら
に
は
勝
つ
」
こ
れ
が
子
ど
も
達
と
の
合
言
葉
と
な
り
ま
し

た
。
試
合
で
は
、
「
我
慢
だ
、
辛
抱
し
ろ
、
チ
ャ
ン
ス
は
必
ず
巡
っ
て
く
る
。
集
中
し
ろ
」
と
い
う
の
が
私
の
口

癖
で
し
た
。
監
督
に
な
っ
て
二
年
目
、
息
子
が
五
年
生
の
時
、
殆
ど
の
チ
ー
ム
が
六
年
生
主
体
で
し
た
が
「六

年
生
四
人
、
五
年
生
三
人
、
四
年
生
八
人
、
三
年
生
以
下
四
人
」
の
チ
ー
ム
を
率
い
て
、
秋
季
大
会
（
九
八

チ
ー
ム
）
で
二
日
間
戦
い
念
願
の
初
優
勝
を
し
ま
し
た
。
私
は
、
感
激
の
あ
ま
り
ど
ん
な
言
葉
を
か
け
よ
う

か
迷
っ
て
い
る
と
、
キ
ャ
プ
テ
ン
が
涙
ひ
と
つ
こ
ぼ
さ
ず
け
ろ
っ
と
し
た
顔
で
「
う
な
ぎ
丼
食
べ
に
連
れ
て
行
っ

て
・・
」と
「新
人
類
」到
来
と
い
わ
れ
た
時
代
・・そ
の
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

あ
れ
か
ら
三
十
年
余
り
、
私
の
人
生
の
中
で
の
ひ
と
つ
の
転
機
と
な
り
、
良
き
思
い
出
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。 

子
ど
も
達
が
夢
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
団
結
心
が
芽
生
え
、
努
力
・
精
進
す
る
中
で
、
我
慢
す
る
こ
と

や
、
く
や
し
い
思
い
を
体
験
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
夢
が
か
な
っ
て
喜
び
や
感
動
を
知
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
ど
ん
な
小
さ
な
夢
で
も
い
い
か
ら
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

 
第
５１
回
新
居
浜
市
公
民
館
研
究
大
会 

開
催
！ 

平
成
２３
年
２
月
１９
日
（
土
）
に
新
居
浜
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
中
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「変
わ
ろ
う
！
公
民
館
」～
地
域
と
共
に
創
る
公
民
館
を
め
ざ
し
て
～
を
大
会
主
題
と
し
て
、
３
館
の
事
例

発
表
が
あ
り
、
そ
の
後
、
社
会
教
育
冊
子
編
集
長
の
近
藤
真
司
先
生
よ
り
、
「全
国
的
な
視
点
に
立
っ
た
公

民
館
活
動
の
流
れ
」に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
地
域
に
密
着
し
た
地
域
課
題
を
解
決
す
る
手
法
を

研
究
し
、
今
後
の
公
民
館
活
動
に
役
立
て
る
と
い
う
趣
旨
で
し
た
。 

今
後
と
も
公
民
館
活
動
に
対
し
て
の
ご
支
援
・ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

大
会
の
中
、
公
民
館
活
動
に
長
年
携
わ
り
支
え
て
く
れ
た
方
た
ち
の
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。
公
民
館
活

動
功
労
者
の
表
彰
式
で
は
青
野
久
夫
様
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

～
港
町
に
お
住
ま
い
の
方
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
～ 

投
票
所
が
「み
な
と
保
育
園
」に
変
わ
り
ま
す 

４
月
の
愛
媛
県
議
会
議
員
選
挙
よ
り
、
投
票
所
が
こ
れ

ま
で
の
「
東
町
自
治
会
館
」
か
ら
隣
接
す
る
「
み
な
と
保

育
園
」に
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す 

な
お
、
投
票
所
入
口
で
は
、
靴
を
脱
い
で
お
入
り
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
乳
幼
児
が
利
用
す
る
施
設
で
す

の
で
、
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

新
居
浜
市
選
挙
管
理
委
員
会 

℡
６
５
～
１
３
１
１ 

 
 

 

青野 久夫様 
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平成２３年度生涯学習大学・ 

高齢者生きがい創造学園受講生募集 
 
 
受付場所 生涯学習センター・高齢者生きがい創造学園・市内

各公民館・市民活動推進課・各支所 

※申し込み用紙は、上記各施設で配布しておりま

す。 

申込方法 郵送またはＦＡＸ（電話丌可） 

受付期間 平成２３年３月１日（火）～２３日（水） 

問合せ先 生涯学習センター      電話３３－２９９１ 

       高齢者生きがい創造学園 電話４４－４８２６ 

        

 

第３７回市民歩け歩け大会 
日   時 ４月３日（日）９：３０～＊雨天時は４月１７日（日）に延期 

集合場所 山根グランド 

コース   山根グランド～池田池公園 

（片道約４Ｋｍ、所要時間１時間３０分） 

申し込み 当日朝９時から受け付け 

その他   参加者全員に参加賞があります。池田池公園到着後、 

軽スポーツが体験できますので、各自昼食をご用意下さ

い。 

問合せ  体育文化課 電話 ６５－１３０３   

第４４回にいはま春の市民文化祭美術の部作品募集 
 
応募方法  市役所・郷土美術館・公民館などにおいてある募集要項をご覧になり

所定の申込書に必要事項を記入の上、ご応募ください 

期  日    前期：４月 ９日(土)～４月１４日(木)  

午前９時３０分～午後５時３０分 

         後期：４月１６日(土)～４月２１日(木)  

午前９時３０分～午後５時３０分 

         (最終日はいずれも午後４時まで)      

部  門    前期：(1)書道(2)日本画(3)美術工芸(4)デザイン(5)版画 

             (6)華道(7)彫塑立体  

後期：(1)洋画(2)写真(3)陶芸(4)文芸(短歌・俳句・川柳)  

応募資格  新居浜市内在住者、出身及び市内の職場に勤務している者及び中・

高校生。ただし小学生を除く。華道は文化協会会員に限る。 

申  込   ４月１日（金）９：４５～１７：３０に、郷土美術館一階に設置している受付ま

で申込用紙を添えてお持ちください。なお、作品の飾り付けは、特に希

望がなければ各部門の担当が行います。 

作品搬出  前期：４月１４日(木)午後４時～午後５時３０分 

         後期：４月２１日(木)午後４時～午後５時３０分 

注意事項 (1) 会期が前期と後期の２期制になっております。 

(2) 作品の規格等については募集要項をご覧ください。規格外の場合

は展示に支障を来すため、受け付けられません。 

(3) 作品は自分のものに限ります。 

(4) 丌可抗力による作品の破損、汚損については責任を負いません。 

(5) 表彰・参加賞等はありません。 

展示場所    新居浜市立郷土美術館（１．２階） 

主  催     新居浜市教育委員会 

連絡先     体育文化課 電話６５－１３０３ 

３ 月 は 自 治 会 加 入 促 進 強 化 月 間 で す 
 
自治会は、安全・安心と福祉の向上を目指し、頑張ります。 

自治会は、みんなで助け合い、みんなで安全で住みやすい地域づくりを目指して、様々な活動をして

います。これからもご支援、ご協力をお願いします。 

３月は自治会加入促進強化月間です。自治会の加入方法等の詳細につきましては、お住まいの地域

の各自治会にお問い合わせください。                      新居浜校区連合自治会 

 

平成２２年度 文化財めぐり 
 

日  時 平成２３年 3月１４日（月） ９時～1７時（予定） 

内  容 国宝「神谷神社」特別名勝「栗林公園」 

重文「豊稔池揠堤」を見学 

参 加 料 １,470円（バス代・入場料・障害保険代） 

 昼食は各自 

定  員  40名（応募多数の場合は抽選） 

申込締切 3月 10日（木） 

申込方法 参加者全員の氏名・代表者の住所・電話番号を明記

し、電話・E-mailで体育文化課へ 

（申込１件につき、３人まで可） 

※申込者には、３月１１日(金)までに案内を 

  送付いたします。 

申 込 先 体育文化課 

電   話  65-1303 

E - m a i l taiikubunka@city.niihama.ehime.jp 

えんぜるっこ(子育て支援事業) 
と き   平成２３年３月６日（日） 

内 容  お別れパーティー（バス旅行） 

場 所  新居浜公民館 ９時３０分集合 

持参物  敷物、お茶、おしぼり、帽子、おやつ等 

行き先  レオマワールド 

対象者  新居浜校区にお住まいの親子 

（乳幼児･未就園児） 

申込み  新居浜公民館(32-8312)まで 先着順 

2/２１ ちょっと早めの 

ひなまつりの様子  

大  江 昭  七 新 頇 賀 西新頇賀 東 頇 賀 東  町 若  水 旭 

新居浜校区生涯学習推進委員会研修旅行報告 
 「高齢者講座」平成２３年２月２４日（木）３６名参加で、淡路島七福神めぐりに行って

きました。笑い声が絶えない楽しい研修旅行でした。ご参加下さいました皆さま、お疲

れさまでした。 

 

 

平成２３年度新居浜市消費生活モニター募集 

賢い消費者となるために、環境問題、食の安全、悪質商法など 

仲間と一緒に学びましょう！ 

活動内容：消費生活に関する研修会、情報収集、物価調査、消費

生活全般への提言 

応募資格：市内に居住している１８歳以上の人（公務員・商品製造・ 

       販売者は除く）市の審議会の委員に属してない人 

応募人数：２０名程度 

委嘱期間：平成２３年４月１日～平成２５年３月３１日（２年間） 

募集締切：平成２３年３月２５日（金） 

問合せ・申込み先：消費者センター 電話６５－１２５３ 

  

八浄寺・大黒天にて 宝生寺・寿老人にて 

mailto:taiikubunka@city.niihama.ehime.jp

